
　　　　

事業所名 保育所等訪問事業所  エンジョイキッズ 支援プログラム 作成日 令和７ 年 ２ 月 ３ 日

法人（事業所）理念 子どもたちの圧倒的な笑顔を創る

支援方針 集団生活を楽しく過ごせるように支援します

営業時間 ９ 時 ００ 分から １７ 時 ００ 分まで 送迎実施の有無 あり 　なし

休業日
土曜日、日曜日
夏季休業（8月13日～8月15日)、年末年始休業（12月29日～1月3日)

支援内容

本
人
支
援

健康・生活

身辺自立や集団生活におけるスキルアップ
　　　訪問先と事業所での様子を共有し、子どもたちが戸惑わないよう、統一した支援の提供。
　　　身辺自立は家庭と訪問先と連携し、できることを増やします。

運動・感覚
運動機能の向上と感覚の統合化
　　　固定遊具を使ってたくさん動かして遊ぶことで運動機能の向上が図れるように提案。
　　　園生活や学校生活、家庭でいろんなものに触れて触覚を養う支援の提供。

認知・行動
指示理解や分かることを増やし行動に移す
　　　認知の偏りや困難性による行動に対して、事前の環境設定や導入、予防策を講じて適切な行動の獲得に向けた取り組みの提案。
　　　見て理解、聞いて理解、真似して行動に移す、一緒に行うなど特性に応じた支援の提供。

言語コミュニケーション

人との相互作用によるコミュニケーション力の獲得
　　　言語やサインを拾って子どもの気持ちに寄り添うことで、伝わった経験を積む支援の提案。
　　　やり取りを仲介、場面に応じたやり取りを代弁、見守りなど子どもに応じて適した支援の提供。

人間関係社会性

自己の理解と自己コントロール力の統制、社会性の充足
　　　子どもの発達段階に応じた支援者のかかわり方を提案し、大人を介して自分のできること、できないことなど、自分の行動の特徴を理解すると共に、
　　　気持ちや情緒の調整が出来るようになるための支援を提供。
　　　一人遊びの状態から並行遊び、大人が介入して行う連合的な遊び、役割分担をしたりルールを守って遊ぶ協同遊びといった遊びの育ちを促し社会性の
　　　発達を支援します。

家族支援
個々のご家庭の状況に対応できるように、常に情報共有を行い、困りご
とについての相談や支援を行います。また、面談を行い状況把握に努め
ています。

移行支援
園や学校、他事業所など関係機関との情報共有や連携調整及び就
学先についての相談援助や準備支援をします。

地域支援・地域連携
・児童発達支援事業所との連携　　　・保育所等の子育て支援機関との連携　　　　　　・医療機関や行政機関等の専門機関との連携　
・教育機関の関係者等との連携　　　・地域支援の体制の構築のための会議への出席　　・個別のケース検討のための会議への出席　
・自立支援協議会等へのへの参加　　・保育所等の支援者支援の実施

職員の質の向上 スキルアップ等の内部研修、外部研修の受講、スーパーバイザーによるケース検討会

主な行事等 特に実施していません。


